（社）日本応用磁気学会  第4回化合物新磁性材料専門研究会
フラストレーションが内在する化合物の特異な物性

  パイロクロアやスピネルの酸化物系、三角およびカゴメ格子を含んだ希土類金属間化合物における近年の研究から、「フラストレーション」が絡んだ物性研究が大きく進展しつつあります。酸化物系では、スピンアイス、カイラリティに起因する異常ホール効果、磁性と電荷の揺らぎがキーワードとなっています。ひとつの応用例として、フラストレーションにより系の秩序化が低温まで抑制されることを利用した磁気冷凍が可能となりつつあります。希土類金属間化合物系では、磁気的競合と近藤効果の関わりが未解明の興味ある問題です。本研究会では、「フラストレーション」を色々な立場（物性探索、理論、応用）から研究を行っている研究者の方々にわかりやすくご研究を紹介して頂きます。ふるってご参加ください。

日　時：
2002年3月12日（火） 9:30 ～17:30

場　所：
学習院大学南３号館2階201号室（東京都豊島区目白1-5-1）

（ホームページ http://www.gakushuin.ac.jp/mejiro.html を参照、11番の建物）

参加費：
無料
資料代：
無料

問合わせ先：

川中浩史(産総研) Tel:0298-61-5132, Fax:0298-61-5387 E-mail: kawanaka.h@aist.go.jp

青木勇二(都立大理)Tel:0426-77-2487, Fax:0426-77-2483　E-mail: aoki@phys.metro-u.ac.jp

プログラム

第1部 フラストレーションとは、希土類化合物

座長 
青木勇二 (都立大)

9:30 ～ 9:35
　はじめに

9:35 ～ 10:35
「フラストレーションが引き起こす多様な秩序状態」基調講演


宮下精二（東大）

10:35 ～ 11:15
「三角格子系希土類金属間化合物のフラストレーション」


北澤英明（物材機構）

11:15 ～ 11:55
「重い電子系化合物Ce7Ni3の磁場誘起量子臨界現象」
梅尾和則（広大）

11:55 ～ 13:10   昼  休  み
第2部 パイロクロア




座長
塚田一郎  (電中研)

13:10 ～ 13:50
「スピンアイスの異方的な比熱と磁化」

深澤英人（京大）

13:50 ～ 14:30
「パイロクロア酸化物におけるスピンアイス状態」
松平和之（九工大）

14:30 ～ 15:10
「パイロクロア型モリブデン酸化物の金属絶縁体転移と異常ホール効果」






田口康二郎（東大）

15:10 ～ 15:30
休  憩

第3部 スピネル、応用




座長
川中浩史（産総研）

15:30 ～ 16:10
「幾何学的フラストレーションと電荷自由度」

勝藤拓郎（東大）
16:10 ～ 16:50
「スピネル化合物 ZnV2O4 の構造相転移」

山下靖文 (物性研)
16:50 ～ 17:30
「Gd-Dy系ガーネットのADR（断熱消磁冷却）への応用」

沼澤健則（物材機構）

研究会でのビデオ，写真撮影および録音はご遠慮いただいております。

